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様式第４号（第４条関係） 

 

  出張報告書 

幹 事 長 印 経理責任者印 

  

  

H30 年 1 月 17 日 

 

 幹事長 

         渡辺豊子  殿 

 

                                          出張者氏名 渡辺豊子 印 

 

   下記のとおり報告します。 

 

  １．出 張 先 全国市町村国際文化研修所（滋賀県大津市唐崎 2-13-1）                              

  ２．出張日時   H30 年 1 月 11 日（木）～ H30 年 1 月 12 日（金）  

  ３．出張用務（宿泊を要する場合はその事由） 

 

  平成 29 年度市町村議会議員研修〔2 日間コース〕「防災と議員の役割」に参加                                   

  ４．旅    費 

   交通費 

     JR 日根野⇔唐崎 乗車券＋特急券        ￥5,820.－ 

     研修参加費                   ￥7,300.－ 

     振込手数料                    ￥432.－ 

                                                     計   ￥13,552.－                 

                                      

  ５．報    告 

   「防災と議員の役割」  

  ＜1 日目＞                                 

  13：00～14：30 講義 地域防災力を向上させるために           

       明治大学大学院政治経済学研究科・危機管理研究センター      

          特任教授 中林一樹氏                   
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  14：45～15：55  講義 平時の防災                   

       跡見学園女子大学観光コミュニティ学部コミュニティ      

            デザイン学科教授 鍵屋 一氏            

  16：10～17：40  演習 平時の防災と議員の役割             

 ＜2 日目＞                                 

  9：25～12：00   講義・演習 災害時の議員の役割           

       跡見学園女子大学教授 鍵屋 一氏         

  13：00～14：10  事例紹介 災害直後、復旧・復興期における議員の役割  

       熊本市議会議員 小池洋恵氏            

  14：10～15：00   まとめと今後の展望                 

       跡見学園女子大学教授 鍵屋 一氏         

 

 ＜講義の内容＞ 

●地域防災力を向上させるために 

１．21 世紀―荒ぶる自然と脆弱化する地域社会 

２．二つの危機管理と防災 

  ・リスク管理（リスクマネジメント） 

      発生する可能性があるリスクに対して、事前にリスク軽減及びリスク対   

応の準備を実施する危機管理 

  ・クライシス管理（クライシスマネジメント） 

      発生したクライシス事態に対応し、その拡大を防ぎ迅速に収束させる危

機管理 

３．防災対策の構成と危機管理 

  地域の防災力を高める「防災まちづくり」とは 

  ・事前防災で被害軽減を進めた地域の防災力 

  ・発災後に災害対応し、被害拡大を防ぐ地域の対応力 

  ・被災後に、速やかに復旧し復興できる地域の復興力 

  自助・共助・公助の連携が地域防止力を高める。 

４．リスク管理としての災害予防 

  ・防災街づくり 

  ・防災訓練 

  ・防災備蓄 

 

 

 ＜感想＞ 
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５．リスク管理としての情報認知と早めの対応 

     予知災害・・・リスクが顕在化する前に“危険予測情報”が出され、 

それを認知してリスク回避ができる災害 

     突発災害・・・事前に注意報・警報・特別警報などの予知情報が発令 

されることなく、リスクが突発する災害。 

      ※「空振り」許されるが「見逃し」は許されない 

６．危機管理としての災害対応 

     地域防災計画 ➡ 災害活動マニュアル ➡ BCP へ 

７．危機管理としての応急復旧 

  震災関連死を防ぐ住まい・ライフラインの確保 

８．リスク管理としての災害復興 

９．まとめ 防災力とは危機管理力 

     ・高齢者こそ自助をすべき 

     ・自助が共助を可能にする 

     ・自助と共助が公助を有効にする 

 

●平時の防災 

   １．レジリエンスの 3 要素 

     ・危機を予測する力 

     ・危機を予防する力 

     ・危機に対応する力 

   ２．正常化の偏見「自分は大丈夫」を打ち破る 

 ３．同調性バイアスでみんなを巻き込む 

   ４．命を守る地震対策の優先順位 

      事前対策 住宅の耐震化 

           家具止めなど室内安全化 

      直後対策 津波から逃げる 

           初期消火 

           救助 

 ５．防災マネジメントのプロセス 

   ・リスクを知り対象災害を決める 

     ・行政などの備えを知る 

     ・ワークショップで意欲を高め、集合知を作って計画化 

     ・計画、実行、検証、見直しのシステムを作り、拡充、改善を継続的に 

実行する。 
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●災害時の議会・議員活動 

   ・災害時の議会、議員の役割 

１．地域での支援活動 

    ２．情報収集と災害対策本部への情報提供 

    ３．視察の受け入れ 

    ４．要望活動 

    ５．復興計画 

   ・議員の行動指針 

    １．自らが被災しないように準備する 

    ２．災害対策本部が本来業務をしやすいように支援する 

    ３．災害対策本部が議会ではなく、住民のために活動できるような制度 

運用を考える。 

    ４．議員の立場を積極的に活用して、住民を支援する 

   ・災害時議会・議員活動の考え方 

    議会が監視機能と政策提案機能を発揮すると、災害対応全体が遅滞する。 

    議会と執行機関が協力すると混乱は少ない。 

 

 

＜ワークショップ 1 回目＞ 

大災害時に行政が効果的な対応をするために・・平時にするべきことについて 

   岩手県大槌町の災害対応についてグループに分かれて話し合った。 

 

＜ワークショップ 2 回目＞ 

大災害時に議会、議員が効果的な対応をするために 

 東日本大震災での宮城県東松島市議会議員の行動についてグループに分か 

れて話し合った。 

 

＜感想＞ 

・自助・共助・公助の連携が地域の防災力を高めるということがわかった。 

・災害を予防するために正常化の偏見を打ち破ることが重要。正常化の偏見と 

は、自分は大丈夫と思い込むこと。自分にとって都合の悪い情報を無視したり、 

過小評価してしまう人間の特性を打つ破ることが重要。 

    率先避難者であらねばならないことがわかった。 

・そのために、学校防災の強化に努めなけらばならない 

・地域防災計画、災害活動マニュアル、BCP の作成が重要と感じた。 
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・災害時は、議員は、まず被災しないように身を守る。発災直後は避難所で住民 

として、また防災リーダーとして活動すること。そのあとは、避難所での情報を 

議会議長に連絡。議長は、その情報をまとめて対策本部と連携する。個人プレイ 

はダメ。そういった議会の活動マニュアルが必要と感じた。 

復旧・復興については、議員の立場を積極的に活用して、国や関係機関に要望 

し、早期に対策を実施させることが重要という事もよく理解できた。 

 










